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このたびは〕□ナ石油ス I -- ブ （ SV お）を 
お買いあげくださいましでありがとうござ 
いました。 

ご使巧になる前に、必すこの取扱説明書を 
よく読んで、正しく使用しでください。ま 
ちびった取り扱いは思わめ事故や故障の原 
因となります。 

お読みになった後ち取扱説萌書は「保証書」 
となに必す保管しでください。 
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■取扱編 


1•轨こ注憲にいただきたいことほ全のために必ずお守りくださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をままに正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのち害 
やお雇への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意味は次のよラにな 
っでいます。内容をよく理解しでから本文をお読みください。 

A 碰 とヒこの表示を無視しで、誤った取り扱いをずると、人び死 C 、 重傷を負ラ可能性、または乂災 
胃1=1の巧能性び想定される内容を示しでいます。 

みち この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ巧能性や物的損害の発生び 
/! \ /王/胃、想定される内容を示しでいます。 


絵表示の例 A A 記号はミ主意を促す内容びあることを告げるものです。 

/|\図の中に具体のなま意内容(左図の場合は一般のなま意)び描かれでいます。 

〇記导は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容(左図の場合はガソリン禁止)び描かれでいます。 

〇記号は巧為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンたントから巧いでください) 
び描かれでいます。 


么警告 (WARNING) 

♦ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い'油は、絶巧に使用しないでください。 

乂災の原因になります。 


♦煙突がれ危険 

煙突び外れたまま使用しないでください。 

外れでいると運乾中に排ガスび室内にちれで、危検です。 


•煙突閉そく危険 

煙突力<つまったり、ふさがれたままで使用しないでください。 
閱そくしでいると運乾中に排ガスび室内にちれで、ち検です。 


♦巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 

巧類か>落下しで乂か f つさ、乂災の原因になります。 


参スプレー 宙厳禁 

スプレー生や力じットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置 
しないでください。熱で生の旺力び上びり、爆発し、危険でず。 





















1 .特にを意しでいただぎたいこと（安をのために必ずお守0ください) 


A ま意 (CALmON) 



♦カーテン、可燃物ぶ接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのを近づけないでください。 

乂災が'発をするおそれが'あります。可燃物との離隔距離についでは 
標準据え巧け図例 （2 4ぺージ）を参照しでください。 


^ Q 

♦給油時消乂 ^ 

給'拍は、必す消乂しでからおこなつでください。 1 

乂災のおそれびあります。 i 


〇 

♦油漏れ確認 

ミをタンク-ゴ厶製送油管-接含部および機器などからのな'油漏れ 

カタないことを確認の上ご使用ください。口油び漏れでいると乂災 づ厶制ち：由旨 

のおそれびあります。 '、 

1® 

♦異常時使用禁止 

巧一異常を感じたときは、使用しないでください。 

異萬燃焼のおそれか f あります。 

7 繫 

1 ® 

参 高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温ち P 、 煙突、巧上部にまなどふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



•やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接触によつでやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 

機 

1 S) 

•分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 C%j 

不完をな修理は、危険です。 

参 目要をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰を力、けたりしないでください。機器の故障や、やけど 
のおそれびあります。機器の上に巧びんやかを入れたちのなどを置かないでく 
ださい。 がびかかると漏電やが障のおそれびあります。 



♦改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ストーフ'や煙突には巧暖房用の熱交換器などを取り巧けないでくださし、。 
乂災やがガスが室内にちれる原因となり危おです。 


Q 

•換気扇使用禁止 

ストーブを使用しでいる同室内で換気扇を使用しないでください。立消え 
しで爆発燃焼するおそれか f あります。 

また、換気□•給気□は常に確保し、物などでふさか t ないでください。 



ム國 

Q 




















1 •巧にを意しでいたださたいこと(まをのために必ずお守 0 ください) 


逆^ま意 ( CAUTION ) 

♦ ドラフトレギユレータの取り付け ドラフトレギュレ：■夕 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発生します。 \ 

次の煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR -1) 

を取り巧けでください。 - 

-集含煙突に接続する場合-標準なを]^上に立ち上びりび高い場合 

-風び強くで炎び洗むよラな場さ 、 T .「 

J i 


♦電源コードを傷めない . r 

電源コードに無理な力を如えたり、物をのせたりしないでください。 .>1^/ づ一 

また、電源プラグを巧くときは、コードを持つで引き巧かないでください。 

乂災や感電の原因になります。 心 

8 0 

•電源プラグは確実に差しこむ oy 

電源プラヴはコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 [sm 

また、傷んだプラク'やゆるんだコンたントは使用しないでください。义災 \\糖 

の原因になります。 グ 

めれた手での巧き差しはしないでください。感電の原因になります。 / 


> 

•長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないとき又は保管するときは、必す電源プラグをコンじント 
から巧いでください。 

乂災や予想しない事故の原因になります。 

♦電源プラグのお手入れをずる < 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及び金属物を除ましでください。 m 

ほこりが'たまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 < 


♦灯油の保管 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰がを避けた場所に保管しで m 

ください。ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 W 

誤って使用すると異常燃焼や乂災のおそれが'あります。 


♦変質'灯油禁止 _ 

変質のミ巧、不純な油（ミ号れたなミを、水の混じつでいるな油など）を使用し 

ないでください。 V 

異常燃焼や故障のおそれか f あります。 

•初めてお使いになるとをのま 意 

ネリめでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼きがくまで煙と臭いび出ま M 

す。しばらくの間窓をあけで部屋の換気をおこなつでください。 m 

また、小鳥やル動物などに暴響する場合が'考えられますので、この間は部 > 

屋に入れないでください。 

L __ — 

J 
























1 .特にを意しでいただきたいこと(安全のために必ずお守りください) 


お願い （ NCmCE ) 

♦機器を廃棄するとさの注意 

•打油の廃棄 

ストーブを廃棄処分するとさは、定'油面器のなミ由を 

な油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売 

巧きとっでください。 （16 ぺージ） 

店にご相談ください。 

巧油を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思ね 


め事なになるおそれびあります。 

V 

J 


2 •使用する場所 


ス I -ーブを安をに使用するためには、場所の選定び大のです。 





ままに使用するために 


0 


•マントルピースなどには据え巧けないでくださし、。 


0 


参標高び1000 m を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。) 


: 効果のに使巧するために : 

ん暖気囊* 

1 •ち気の入ってくる方向、例えば窓側などに置くと、冷気びストーブ 

で暖められで巧流しますので、効果のです。 

出入□など人の通るところは、/或つかると危険ですので避けでく 
ださい。 

_:_ immL 

参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調 f 

おを似か1ブましよラ。 

ス1-ーブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむらができるばかりでなく、ふく射熱によつでス1-ーブ本体の温度 
び上昇しで危おです。 

使用場所には十分ま意しで効果的に使用しでください。 







































3 •各部の名称 


碧 面 


フアンカノスー 
水平器- 


フアンフイ ルタ 
ルームサーモー 


燃焼用送風機(巧部） 
風屋制限板(巧部） 
コ厶管 □ - 






师讯 


1111111 


電源コード 




構造図 


外観図 


iim 乏 I 






































































































































3 •各部のさ称 


-® タイ7— 


為 トブ運転 



CRYSTAL 


DIGITAL DISPLAY 


タイ7—表示ランプ(緑） 


タイマー運転中は点のします。 

タイ7—運乾停止中は消なします。 


運転スイッチ 


巧す（■〇と運転（点乂）します。 
ちラー度巧す（里）と消乂します。 


たーブ運転表示ランプ(緑） 


じーブ運起中は点なし、照除すると消なします。 
室遍設定を10で （ F 点設定）にすると自動的に 
t ーフ''運転になり点なします。 


運転ランプ(緑） 


運転スイツチを巧す （■) と点巧します。 
ちラー度巧す（里）と消なします。 


表示部の名称と働さ 



設定室温表示(緑） 

時刻表示(緑） 


-室温設定ボタンで設定した室温をデジタル表 
示します。 

•ストーブにトラブルび発生すると、トラブル 
が態が'記音表示（モニターサイン）されます。 

-通萬は現巧時刻を表示しまず。 

. タイ7—運転時はタイマーじツト時刻を表示 
します。 



時計•タイ7— 設定室温 


MICRO COMPUTER 
CONTROL 


転 

■UJ 到 

這 


に 


no 


3」 




























































3 •各部のさ称 


オープンボケツト巧操作部の名称と働き 


■才ープンポケットの開閉 

•オープンポクットを轻く巧しこむと、ゆっくり出できます。操作後輕く巧しちどすと□ックしで止まります。 
操作するときが外は、閉じでご使用ください。) 


■操作音についで 

•操作ボタンを巧すとピッと音びします。 
誤操作をするとピッ音び2回します。 





































































































4 .使用前の準備 



燃料は必すな油 （ JIS 1 号巧油）を使用しでください。 


春。^警售1ガソリンなど擇発性の高い'油は、乂災の原因になりますので總巧に 
使用しないでください。 

•。^注意 I 変質なミを、ちれたなミを、かの混じつでいるなミをなどは、絶巧に使用 
しないで < ださい。 

ご注意 I な油は、す乂気-雨水-ごみ-高'温及び、直身す曰がを避けた場戸斤 
に保管してください。 



■給巧の陈のま順と注意 

参送巧バルブを閉じで給油□ふたをはすし市販の給油器具で口油を給油しでくださし、。 

油置計の針び「満」をさしたら給油をやめでください。 

•給油□ふたを必ずちとどおりに締めでください。 

•給油の際に、か、ごみなどを入れないよラ特にま意しでください。 


■給油□ふたは、確実に締めでください。 

■こぼれたな油はよくふきとってください。 

■燃料切れのを意と空気巧ぎの方を 

油タンクを空にしないよラにま意しでください。 

油タシクをいったん空にしまずと、送ミを経路のに空気びたまり、正常に送油びできなくなることびあります。このよラ 
な場を I こは次の順唐で空気巧きをしでください。 

1. 油タンクに給油します。 

2. ストーブのゴ厶管□から、ゴ厶製送油管をはすします。 

3. ゴ厶製送油管から油び連続しで流れ出ることを確かめでからゴ厶製送油管をちとど 
おりにストーブに取り付けます。（油びこぼれないように容器を用意しでください。） 


運弦開始前の準備とお認 


■巧を装置のたット、取巧上のま意 

定油面器のたット 

ネリめで使用するときやシーズンネリめには、ストーフ''正面ろ下の定油面器リたットレバー 
(黒色）を左ち向に止まるまで巧しでください。 

参リじットレバーは据え巧け時やシーズン初めに操作しまず。定巧面器に強い衝撃 
をちえたり異常びあったときが外は、特に操作する必要はありません。 

巧 一、 点乂操作後口巧び出ずにモニターサイン E 2び表示されるよラな場合はリ 
它ットレバーを巧しでください。 

(まを巧びはすれ、な'巧びスムーズに流れます。） 

•リたットレバーは乱暴に扱ったり、巧したままの状態には絶巧にしないでくださ 
い。 






























4 •使用前の準備 


• ル'； is 流出 


• 設定室温と部屋の状 
巧に麻じた义力にな 
る 

※予備燃焼後約 2.5 分間、乂力は中乂力になります。 


運転スイッチを押す 


• 運転ランブ点巧 
• 設定室温表示点な 
• 燃焼巧送風機まわる 


■送巧経おの巧ちれのお認 

•巧タンクや送油管の接ち部などから油ちれカス t いかどラか確認しでください。 

■電気配線の巧認 

♦ IA を意1 電源プラグをコンたントに巧の根巧まで確実に差しこんでください。 

•電源コードが'煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


電源プラグ-コードの発熱-お义を巧ぐために ••• 


•電源は必す適正配線された単相 100 V コンたントを使用しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 



•スープンポケット巧の乂力調節つまみで「自動運乾 J と「ま動運転」び設定できます。 
ご希望の運転方までご使用ください。 


(点义順席） 

■义力調節「自動運乾 j の場さ 




参乂力調節つまみを「自動」に含わせでください。設定室温と部屋のが巧に応 L 
乂力で燃焼します。 

(乂力調節「ま動運転 J (微少〜大）の場合は、乂力調節つまみの設定乂力で腐 
します。） 

♦時計合せは 11ページ 「現在時刻の調節ちま」を参照しでおこなってください。 

1 . 時刻表示び現巧時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 運転スイツチを押しで「入 J にしでください。 

自動のに、次のよラに運転（予備燃焼•本燃焼）します。 

(乂力調節「ま動運乾」（微少〜大）の場台は設定室温の表示はありません。) 


C 江局 



運提開始（ぉ义) 


.使用方法（使い方) 


——同時--予備燃焼一―^本燃焼— 

6S - CP 動運転 )— 









































































.使巧方法（使い方) 


•運稳スイッチを「入」にしたとき、運転ランプび点巧せずにタイマー表示ランプび点なする場含は、タイマー運輯 
となりますので、タイマーたットボタンを押しでタイマー運転を解除しでください。 

•燃焼中に運乾スイッチを押しで「消乂 J にしたり、タイマーじットボタンを巧すなどしで約1秒な上通電を止めま 
すと自動消乂し、約2分間の冷却の後でないと再点乂できません。 


室温の調節 （ 自動運敵 


オーブンポケット巧の乂力調節つまみを「自動 J に合わせると、ルー厶サーモによる自動運転となり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温に4で）び表示されますので次のよラに調節しでください。 



•室温設定ボタン「高め J を巧すたびに1で上昇します。 

(上限29で） 

• 「おめ J を巧すたびに15でまでは1でずつ下びり、15でからはいきな 
り10で （ F 点設定）となります。 

参10で設定の場含はじーブ運乾表示ランプび点なし、じーブ運輯となり 
ます。 

/設定室温を15でが上に上げるとたーブ運転表示ランブび消え、自 
\動のに解除されます。 / 


たーブ運ぉ I 

乂力調節「自動」運お時に、微少乂力でち室温び設定室温より上昇する場合、設定室温より約3で上昇すると自動のに 
消乂し、設定室温まで下びると点乂動作に入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 



•室湿設定ボタンにより希望の室温設定後、 t — ブ運輯ボタンを巧しでく 
ださい。 

じーブ蓬稳表示ランプび点なし、じーブ運輯となります。 

参たーフ''運転ボタンを再度巧すことにより t ーブ運較表示ランプが'消え、 
じーフ''運転解除となります。 


义力調節（手動調節-手動運獄 


室温設定による自動運転の他に、火力調節つまみによる手動乂力調節かで!能です。 

次のよラにしでください。 

参オープンボケット巧の乂力調節つまみを「微少 J から「大」の間のご希 
望の位置に合わせでください。 

表示部の設定室温表示び消え、予備燃焼び終了すると約 2.5 分間乂力は 
中乂力になり、その後は乂力調節つまみの設定乂ので燃焼します。 



■がのげ態 

ストーブの据え巧けや煙突の関係で、炎はを少変化します。 

•おのが態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ乂）びまじつでを異常ではありません。 

•燃お中に炎の片寄り又は、上下変動することびありますび、ドラフトおよび風量の変動によるちので異常ではあり 
ません。 



白動 

手動乂力調節 




微少ル 

中 乂 
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5 .使用方法（使い方) 


3. 必す時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを「通常 J 位置にちどした時点から動き始め 
ます。） 


•必す時計調節スイッチび「通常 J になっていることを確認しでください。 

•30 秒が内の停電であれば、再通電後ち現在時刻を表示しますので時刻さわせの必要はありませんび、それ上の 
停電で、時刻表示か>0 : 00を表示した場合は、時刻合わせをおこなってください。 



時 


。分 Ilf 

f 

nr 



時計•タイ7— 


ら ：[I [I 


時〇 ©分 


時計•タイ7— 


师 


6： 15 


•燃焼中に誤って電源プラグを巧いたり、運乾スイッチを「の J にすると、再点乂安を装置の働きで、ストーフカ s ' 冷却 
されるまでの約2分間は再点乂できません。 

ただし瞬間のな消乂操作（約1秒が巧）の場台は、そのまま燃焼び継続されます。 

•停電時には、必ず運輯スイッチを「の」にしでください。 


時計-タイフー 
^常 1广 タイで一 



1. オープンポケット内の時計調節スイッチを「時計させ J にします。 
はじめで使用するときや、電源プラヴを長時間巧いたときは、時刻表示は 
0 : 0 0を表示します。 

2. 時計調節の「時 J •「分」ボタンを押しで現在時刻をさわせます。 


例：午前6時15分に合わせる場さ 
© r 時」ボタンを巧しで"午前6 : 0 0" にします。 


© r 分」ボタンを巧しで"午前6 :1 5" にします。 


運弦停止（消义) 


運転スイツチを押しで「の」にしでください。 

運転ランプび消なします。 

燃焼室びちがすると自動的に燃焼用送風機び停止し、時刻表示赵がのすべでの 
ランプび消なします。 


♦队ま意 1 2曰が上家をあけるなど長時間使用しない場さは、運活び完をに停止しでから電源プラグをコ 
ン它ントから巧いでください。 

•外出のとさは、必す運乾を停让（消乂）しでください。 

•運転停止後、燃焼用送風機び停止するまでは電源プラグを巧かないでください。ちしあきますと、巧ラス円筒びく 
ちったり、ストーブの表面温度が上昇します。 


消义後、再点义するとぎのを意 



現在時刻の調節方法 



計せ 

時合 


































































































5 •使用方を（使い方) 


3. 必す時計調節スイッチを「通常」位置にちどしでください。これで時刻表 
示には現を時刻び表示されます。 


タイマーの使历方法 


H 運お時刻のさわせ方 



1. オープンポクット巧の時計調節スイッチを「タイマー合せ J にします。 

2. 時計調節の「時」•「分」ボタンを押しでタイマー点乂時刻を台わせます。 
「分」は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分に合わせる場合 
①「時」ボタンを押しで"午前6 : 0 0"にします。 


②「分 J ボタンを巧しで"午前6 : 3 0" にします。 


時 

つ 

〇分 


r 

iir 



時計 • タイマー 


午前 

6 

♦ 

♦ 

0 0 


時 CD 

c 
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時計•タイ7— 


午前 

ら 

m 

♦ 

3 0 


これでタイ7—たツト時刻び記憶されました。 


■タイマー運転方法 



タイ 




(T 


たツ 


1. 運輯スイツチを押しで「入」にしでください。 

(燃焼中の場合はそのままです。） 

2. 運転するときのご希望の室温又は、乂力に含ねせでください。 


3. タイマーたットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーたット時刻が'表示され、タイマー表示ランプび点なし、 
タイマー運乾に入ります。 

(このとき、燃焼用ち風機び10分間運転しますび異常ではありません。） 


•タイマーじット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーじット時刻び表示され続けます 
•運転中にタイマーじットボタンを巧すと、ストーブは自動消义し、運乾を停让します。 

参タイマー運乾は、運乾スイッチび「入 J になつでいないと運転び開始されません。 

参おでかけのとさのタイマー点义は避けでください。 




















































































































5 .使用方法（使い方) 


タイマーの使用ちま 


■タイ7—運乾の解除 


タイ^ 


た ッ^ 


•タイマー它ツトボタンを巧します。 

タイマー表示ランプび消なし、時刻表示に現を時刻び表示され、タイマー運 
転び解除されます。 

参このままであれば自動のに運転を開始します。運転を停止する場合は、運乾 
スイツチち「の J にしでください。 


時計-タイ 


午前 

午を 


0 


1:1 


0タィト 


■タイ7—它ツト時刻•現在時刻のお認 

①時計調節スイッチを「時計させ」又は「タイマー合せ」にちわせます。 




現巧時刻の確認 タイマーたット時刻の確認 

③現在時刻又は、タイマー它ット時刻び時刻表示に表示されます。 

⑤確認後、時計調節スイッチは、必す「通常」位置にちどしでください。 


モニター サインについで 


ストーブにトラブルび発をすると、トラブルのが態び設定室温表示に記音表示（モニターサイン）されます。 

この場合記导表示の内容を、ス I -ーブ左側面に印刷されたモニターサインー鬟表、または 19〜20ぺージ 「故障•異常 
の見分けちと処置ちを」をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


〈モニターサインー覧表〉 


モニタ- 

•サイン 


異常 

が態 
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(消乂時間び長い) 


E 8 

疑 

似 

义 

炎 

P 5 

薑 


お 


不 


良 

EA 

燃焼用を風機異常検出 
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5 .使巧方法（使い方) 


使用上のを意 


本書の「特にま意しでいたださたいこと（まをのために必ずお守りください)」の他に、次の項目についでちま意しでく 
ださい。 

•上面ガードは、地震などにより巧燃物び落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえす取りはす 
した場ちは、必すちとの状態に取り付けでおいでください。 

•クリーニング巧、美容院などの化尝薬品を使ラところや温室、歸育室など、動植物の育成栽培に使用しないでくだ 
さい。 

参雷力す発をしたとき、雷（誘舊雷）により一時的な過電足びかかつでち、過電压防止装置び機器を保護するしくみに 
なつでいますか\大きな雷（直撃雷など）の場含は、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ン它ントから抜いでください。 


6.巧全装置 


このス I ブにはなのよラな安を装置びついでいます。 

すべでの安を装置は、異常か IX り除かれでち再度点乂操作をしなければ運振は停止したままです。 


まを装置 

原因-作動結果 

処置ちを 

巧 震 g 動消乂装置 
(1 f 引 表示） 

♦ 強い地震や衝擊を受けたとさ 

. モニターサイン 1 と-引表示 
-自動のに消乂 

•ストーブの周のに異常びないか 
確認し、点乂操作しで<ださい。 

(巧震自動消义装置は作動後 S 
動のに它ットされます。） 

i 

i 

( 

烏乂まを装置 

絲焼制御装置 

(フレーム □ッド） 

'と-/表示 •! と陵示、 

、（途中消乂）（不着乂） y 

♦点乂三スをしたと妾 
♦途中失乂をしたとさ 
•炎力 s ' 異常に小さいとき 

〇 

. モニターサイン [ f ，'1表示また 
は1と-引表示 
-自動のに消乂 

•曰常の点検-手入れ （15 〜18ぺ 
-ジ参照）をしでから点乂操作 
をしでください。 

♦なおも異常びある場をは、お質 
い求めの販売店にご相談くださ 
い。 

( 

亭電まを装置 

1 り 1 表示 -1 と 一 引 表示、 

。〇秒な 上； （ ig 繳/ 

•停電したとさ 

•電源ブラヴび巧けたとき 

〇 

. 通電後モニターサイン If 71 表 
示または 1 と- 31 表示 
-自動のに消乂 

♦If 7!の場さ、時計などのたッ 
卜をしでから、点乂操作をしで 
ください。 

♦ (と-引の場合、通電後点义操作 
をしで < ださい。 

• 電源プラヴを確認しでください。 


mEB 






































7 •その他の装置 


装置のち称 

原因-作動結果 

処置方を 

再点乂ちを装置 

•消乂直後、再点乂操作したとさ 
〇 

-約2分間の)ち却後でないと点乂 
動作に入らない 

/ ♦約2分経過後、白動のに点、 

\ 乂動作を開始します。 1 

燃焼用送風機異常 

侯出装置 

(が 表示） 

♦ 回乾数び異常に低下したとき 

•モニターサイン1と-引表示 
•ストーブ'の運乾を停止 

♦ 異常お下の原因を取り除いでか 
ら点乂操作をしで < ださい。 

• なおも異常びある場台はお買い 
求めの販売店にご相談ください。 

過電流防止装置 
(表示部を消の） 

•巧部配線のショートにより過電 
流び流れたとき 

〇 

•電流ヒューズびのれ、すべでの 
運乾を停化 

• お買い求めの販売店に修理を依 
頼しでください。 

まをサー^スタ(基板上: 73 で） 

( ら引 表示） 

♦ストーブの上面及び側面び囲わ 
れでいるとき 

•ストーブの前面に障害物などび 
あるとき 

〇 

• モニターサイン [ f , 引表示 
-自動のに消乂 

♦原因を取り除いでから点义操作 
をしでください。 

• なおち異常びある場合はお買い 
ホめの販売店にご相談ください。 


8•曰常の点檢-寺入れ 

. 点検、ま入れのとさのを意 


点検•ミ入れは消乂後、ポットパーナびち却しでから、必ず電源ブラグをコンたントから巧いでおこ 
なつでください。 

0^注意 I 電気部品の分解や巿販品との交換は絶がにしないで<ださい。 


点お、ま入れの必要項0、時巧、方法 


■周囲の巧燃物（使用ごと） 

•队ま意 I スト-ブの周囲は、常に藝理•掃おし、燃えやすいちのを置かないでください。 


■ほこり•汚れ（使用ごと） 

•ほこりやミちれをそのままにしでおきますと、油びしみたりして危模です。 

ストーブはし〇ち清潔にしでご使用ください。 

■巧をれ•巧のたまり•巧のにじみ（使巧ごと） 

•置台-油タンクに油ちれ-油のたまりや油のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
又、給油の際にこぼれたロミおは、よくふきとつでください。 


•巧ちれのある場さは、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 
























8 •曰常の点巧•ま入れ 


点検、ま入れの必要項§、時期、方法 


■ゴム製送油管の点検•交換の目安（シ-ズンのネリめ） 

♦ I ご注意 I ゴム製送な管は、屋がで使用しないで<ださい。 

屋外での使巧は禁止されでいます。 

•屋内でゴム製送ミを管を使用しでいるときは、膨潤、収縮、変質、変形、ひび割れが'ないか確認し、欠点のあるときは 
交換しでください。 

交換の目安は、3年に一度です。 

■巧タンク（シースンのネリめ、適時） 

参ミをタンク内はかやごみが'たまりやすいちのです。給ミ由のとさ、点検しでください。 

油タンク内のか巧き及び掃除は、ミ由タンクが属の取巧説明書に従っておこなっでください。 

■煙突の接続部のゆるみ及ひトツプの周團（シ-ズンの巧め、適時） 

•煙突の接続部、煙突トップのはすれびないかを点検しでください。煙突び腐食したり、巧びあいたりしでいると危険 
ですので新しい物と交換しでください。 

•煙突のおくには燃えやすい物を置かないでください。 

参煙突のは結露で生じた水滴び凍っでつまると危挨です。点乂時に、煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙び出たら 
消乂しで、煙突内部を点検しでください。 

■定巧面器のストレーナの掃除（適時） 

•定油面器には、ごみを陈くためのストレーナかついでいます。 

ごみびたまると、巧巧の流れを妨げで、十分な乂でび出なくなります。 

次のよラに掃除しでください。 

1. 油タンクの送巧バルブを閱じでください。 

2. ストーブの前板を止めでいるねじ （5 本）をはすし、前板の下側を引き上 
げで、前に引いで取りはすしでください。 

3. 操作部を左図のように、①操作部のを側を少し引き上げで、③ま前にまわ 
しで、開いでください。定油面器カタみえでさます。 

4. ストレーナの掃除□に荷札などの厚紙を差しこんで、油ガイドを作り、そ 
の下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。 
定油面器の汚れたな'巧やごみカタを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しで、きれいななミをの中ですすぎ洗いをしでください。 
(がで洗わないでください。） 

•ストレーナゴムパッキンを忘れめよラにしでください。 

参ストレーナを逆に入れないでください。また、底部（黒色）び必す、を 
横になるよラに取り巧けでください。 

•ストレーナの止めねじを固く締め巧けでください。 

•油ちれ力すないか確認しでください。 




■反射板-ガラス円筒の掃除（適時） 

♦ L ごま意 I 掃胤ま、ストーブを消义させな分お巧しでから、おこなつで<ださい。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびあります。 

参反射板及びガラス円筒にほこりか7■こまりますと、反射効率び悪くなるばかりでなく危険ですので、次の要領で適時掃 
除をしでほこりを取り除いでください。 


mam 















8 •曰常の点検•手入れ 


点検‘を入れの必要項§、時期、ちま 



1 . 前面ガードをち側の固定ばね （2 個）からはすし左側にまわしでください。 

2. ガラス円筒を割らないよラにま意しで、掃除機などで内部のほこりをきれ 
いに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射お及びガラス円筒をきれいにおいでください。 

4. 掃除が'終わりましたら、ちとどおりにじツトしでください。 


•前面ガードは、きちんと取り巧けでください。 


■ポツトノ\—ナの掃除（適時） 

参 r ご注意 I 掃おは、ストーブを消义させ巧分冷がしでから、おこなつでください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびありまず。 

•ポツトバーナにすすびついで炎のおび不揃いになつたときや、ポツトパーナの底にすすやカスびたまりすぎで着乂び 
おそくなつたときは、次のよラにしですすを取り除いでください。 



1. 上面ガードをはすしでください。 

2. 燃焼筒ふたをはすしでください。 

3. スケルトンは中ふたに取り巧いでいます。スケルトンをカラス円筒にあで 
ないよラにしで、取りはすしでください。 

4. 燃焼リンブをフレー厶□ッド(こ当てないよラに'ま意しで左図の方向に燃焼 
リンクをまねし、取りだしでください。 



5. 点乂ヒータ、点乂ネットをいためないよラに、ポットバーナ巧部のすすを 
ドライバーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでください。 


6. 組立の際、燃焼リンブは、を図のよラに正しく確実に取り巧けでください。 



>ポットバーナ、燃焼リングを損傷したまま使用しますと、燃焼び悪くな 
ります。ドライバーなどでつついでみで巧びあいたり、欠けた場さは新 
しいちのと交換しでください。 

ポツトパーナの交換は、必すお買い求めの販売店に依頼しでください。 


■ガラス円筒の部の掃除（適時） 

鲁 r ご注意 I 掃おは、ストーブを消义させ巧分冷却してから、おこなっでください。 

熱いが態でおこなラとやけどのおそれびありまず。 

•長期間の使用によりガラス円筒びすすけて炎び見えにくくなったときは、 17ぺージ 「ポットバーナの掃除」の項に 
したびい、スケルトンをはすしでカラス円筒を掃除しでください。 


•ガラス巧筒には、がをかけたり、衝擊を与えたりしないよラま意しでください。 

参運乾中に巧ラスか f 徐々にすすけた場をは、しばらくの間（約30分間）乂力を大きくすることにより、すすを陈ま 
することびできます。 






















































8 •曰常の点検•ま入れ 


■点义ヒータ-点义ネット-ノズルの点お（シ-スンの巧め） 

争点乂ヒータや点乂ネットにすすび巧着しますと、ホ熱び低下したり、巧のひろびりび悪くなり、着乂不良の原因にな 
ります。 

• ノズルの先端にすすび巧着しますと、異常燃焼になったり、着乂不良や消乂時間び長くなる原因になります。 

シーズンネリめには必す点検してください。 

点乂ヒータ、点乂ネット、ノズルの点検•交換は破損のないよラにま意しでおこなラ必要びありますので、必すお買い 
ホめの販売店に依頼しでください。 

■フレームロッド（燃焼制御装置）の点検（適時） 

•フレー厶□ッドの先端にすす力ず付着したり、フレーム□ッドが'変おすると、誤作動の原因になります。 

すすの巧着やフレー厶□ッドの変おびある場含は、必すお買い求めの販売店に点検-交換を依頼しでください。 

■燃焼用送風機ファンフィルタの掃除（適時） 

参ファンフィルタびごみやほこりで目ブまりすると、燃焼不良の原因になります。次の要領でストーブ裏面のファンフ 
ィルタの掃除をおこなっでください。 

1. ち図の矢印のようにファンフィルタに力を如えなびら引き出し、ストーブ 
裏面から取りはすしでください。 

2. ブラシなどでフィルタのほこりを取り除いでください。 

3. 掃除わず終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


■燃焼用送風機の掃除（年1回が上） 

•燃焼用送風機ファンにごみやほこりびたまると、送風力び弱くなり燃焼び悪くなつたり、音び大きくなつでくること 
があります。このよラなときには、燃焼用送風機ファンのほこりを取り除いでください。 

ストーブ後側のファンカバーと風墨制限板をはずし、ブラシなどで静かにほこ 
りを取り除いでください。 

参清掃か わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 

•燃焼用送風機ファンに力を加えまずと、苗りや傾きを生じで、◎乾のと 
きに音び出ますので力を如えめよラにしでください。 


風《制限あ 

■地震などの災害び発生したとぎの点檢について 

参地震などの災害び発生し、ス I ーブに振動や衝撃が如わったときは、運転前に必ず次の点檢をおこなっでください。 
-煙突まわりのはすれ、ちれの確認 
-巧ミを配管からのちれの確認 

点検で異常び見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 




9.定期点巧 


長期間ご使用になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施しでください。点検のご相談は、お買いあば店または修理資格 
害〔(財）曰本5油燃焼機器保守協含 （TE L 03 — 3499 — 2928) でおこなラ按術管理講習含修了者（石'油機器按術管理 
±)など）のいる店までお問いさわせください。 





























10 •巧障•異常の見分け方と処置方法 


■次のよラな現象はが障ではありません。 

•修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 明 

点 

乂 

時 

消 

乂 

時 

ネ刀めで使用するとき、煙やにおいびでる。 

耐熱塗料やほこりか f 焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでください。 

すぐに点义しない。 

予熱点乂方式のため予熱時間び2分程度必要です。 

(予熱時間は室温によりさ少変化します。） 

燃焼開始時や消义後に「ピチピチ」といラ 
音びする。 

あ巧内部か>熱により膨張、収縮するためです。 

点乂時にポンと音か'する。 

点乂するときに発生する着义音で、異常ではありません。 


■使用中に異常びありましたら、な表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のねからないとさや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客様ご巧 


現象 

原因 

E 1 

i 

中 

消 

义 

E 2 

篇 

乂 

し 

な 

い 

E 3 

g 

巧 

作 

動 

E 7 

香 

軍 

E 9 

電 

E 8 

暴 

似 

义 

炎 

EO 

' —、 

作巧 
必)ま 
ヴ 

雲 

炎 

が 

大 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黒 

煙 

を 

出 

し 

で 

燃 

无 

る 

耍源ブラグをコンじントに差しこんでいない 









強い地巧びあった。または、ストーブに衝楚を 
ちえた 



参 






送油バルブが閉まっている 

参 

参 







If 厶製送油管(こ空気だまりびある 

参 

• 





参 


定巧面器に水、ごみの目つ’まり 

• 

参 





• 


煙突の設置び薑華通りでない。煙突の横引さび長い 








• 

燃焼巧を風機のフアンフィルタにほこりびたまった 








• 

煙突工事不適当のため逆風現象びある 

• 







• 

燃焼リンクの取りがけが悪い 








参 

煙巧のつまり 








• 

強風などにより、煙突の引きび極端【こ強い 

参 








巧ちれびある 









煙突の接続部にすきまびある 









フレーム □ッ ドにすすび多置にイす着した 

参 




参 




長時間停電びあった （30 抄が上一 E 7表示） 




• 





停逗か‘あった （1 抄が上30抄未満一 E 9表示） 




参 





ルームサーモ取巧位黃か’悪い 









ストーブの上面及び側面び固われでいる 






• 












































10.巧障•異常の見分け方と処置方法 


現 象 

説 明 

燃 

焼 

時 

去 

の 

他 

青炎の中に黄售い炎(ホ炎)が'混じる。 

異常ではありません。 

煙突の先端から連続のに白煙び出る。 

外気温び低くなると、排気ガス中に含まれでいるか分び 
凝結しで水蒸気になるためで、異常燃焼による白煙では 
ありません。 

な'ぶぎれの際、一段炎び大きくなつで消义する。 

異常ではありません。 


談窓□にご連絡ください。※設定室温表示にモニターサインが'表示されます。 


る刀 

フ 

ス 

円 

筒 

が 

す 

す 

け 

な 

1 

た 

で 

で 

燃 

え 

る 

な 
. 油 
の 
に 
お 
い 
が 
^す 
る 

爆 

発 

の 

な 

燃 

焼 

を 

す 

る 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

大室 
さ温 
くび 
な低 
らし、 
なの 
し、に 
乂 
び 

処置ちま 





• 


コンたントに確実に達しこむ 







巧ぺ-ジ[■地袋などの災害び発をしたときの点おについで J 
の点検項目を確認し、運転スイッチを巧し直し再点乂する 







送なパルブを開く 







IT ム製送油管を振る。山おになつでいる所は平に直す 







送油バルブをしめでストレ-ナをはすし、插おする。巧タンクの水を巧く 

参 






薑華通りに設おする 

• 






フアンフィルタのほこりをブラシなどで掃除する 

• 


参 

参 



煙突の取りなけを適正じする 

参 

参 





正しく取り巧ける 

参 

• 





煙突を掃おする 


• 





ドラフトレギュレ-夕などを巧り巧ける。熙を皇華适りに設がる(願風この活する) 



• 




ちれ力所を締め直す（販売店に修理を依おする） 



参 




すぎまをなくす 







すすを取り除く（販売店に修理を依頼する） 







設定室温、時刻などをじットし再度点义操作をする 







リたットし再度点乂操作をする 






参 

適正な位置に取り巧け直す 







過昇原因を取り除< 






































11 •部品交換のしかた 


■部品交換のとぎのま意 

IA ミ主意 I 不完をな修理、調整は盾おですので、部品の交換、調整び必要の場さには、お買い 
求めの販売店又は、修理資格含〔(お）曰本5巧燃焼機器保守協含でおこなラ巧術管理講習舍修 
: J 者 （5 油機器巧術管理±)など）のいる販売店にご相談<ださい。 

部品交換はご〇ナ純 lEgBSa とご指定ください。 


部品ご入用の際には、コ□ナ製品取扱販売店で必すコロナ純正部品とご指定ください。 

純正部品私外の部品をご使用になりますと、性能び十分に発揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思 
わめ事故の原因になります。 


12 .保管 (長期間使用しない場ち) 


設置したままで保管される場合や、しまわれるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、次 
の要領で保管しでください。 

1 . 電源プラグをコン它ントからないでください。 

• IA 注意 I 設置したままで保管する場さを必ず、電源プラグはいて<ださい。 

2•油タンクのな巧はすっかり化しでください。 

参中に水分やごみを残したままにしでおきますと、'ぶタンクが'腐食する原因になります。 

3•定巧面器の中の灯油を巧いでください。 

4•塞装部分は、しめった巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

5•放熱器のサビなどびあるところをペーパーで磨き r 補修用の塞料 J (別壳） 

で塗装しで < ださい。 

6. フアンフィルタのごみやほこりを取り除いでください。 

7 •内部のごみやほこりを取り除いでください。 

r ♦傾けたり、横倒しのが態では絶巧に保管しないでください。 ’ 

取扱説巧書"ま、大切に保管しでくださし、 














白 
(5 本)青 
白 


(6 本 ) H 


三ュ.な!^ 白 I I フレーム□ッド 


襄□巧》 

I □ FM パルス 
胃 I I ポットヴーミスタ 
I □ の引ポンプ 

!□ 巧班ポンプ 
I P ルームヴーモ 

) 

口本ち□侯が部 

冨 I ;ポットヒータ C 


のアース 


巧巧 

DD 

お巧 


〇 


巧 (6 お 
白 


表示部 

目 Dr 

表示部□旨 

巧示部□画 
表示部□雪 (4 か 


議フアン□重 


〇 


型式の呼び 

SV -71 PRF (基本型式 SV -71 PR 8) 

種 類 

ポットす-屋内巧*強制通気お*自然な流形 

点义 方す 

覃気点义す 

使 用 巧 

巧 料 

なな （ J に1导な'油） 

燃料消費屋 

最大 

1 .005 L/h 

最小 

0.198 L/h 

発熱屋 
及び熱効率 

最大 

37,230 kJ/h 熱効率69.0% 

最ル 

7,330 kJ/h 熱効率67.0〇/〇 

暖房出力 

最大 

7.14 kW 

最小 

1 .36 kW 

熱巧）率 

最高 

69.0% (目盛大のとき） 

最お 

67.0% (目盛微少のとき） 

標華適室 

温暖地 

木造 29.5 m 2 (18 畳）まで.コンクリート41 . Sms に5置）まで 

寒ち地 

木造 31.5 m 2 (19 畳）まで•コンクリート 49.5 m 2 (30 畳）まで 

が お 寸法 

高さ61 5 mm ‘精 748 mm • 奥巧 368 mm (置台を含む） 

質 B 

26 kg 

電源軍圧及ぴ周液数 

100 V 50/60 HZ 

定倍消費逗力 

点乂時 340/340 W • 最大燃焼時13/1 3 W 

煙突の呼び径 

0106 mm (3 ブ5分） 

煙突の壁寅通部の5し径 

¢1 10 mm 

が 気温 度 

480でな下 

覃流ヒユーブ 

5 A •10 A 

巧を 装置 

巧巧 S 動消义装置*点义安を装雷-燃焼制御装置-停電安を装雷 

その他の装產 

再点义まを装雷-過電流防止装置-燃焼用送風機異常検出装置-まをサーミスタ 

巧厲品 

蛋台1個、遮熱お1個、本化固定を具2個（ねじ2個)、ゴム製送油管締付ノ\ンド2個 


備考）•標準適室は、な団ま人•曰本ガス石油機器工業舍の賃定薑華によります。 


プリント配線板端さ配置图 
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14 •アフターサービス 


■保郭についで 

参このコ□ナ5巧ス I -ーブには保証書か>ついています。 

保証書は、必す「お買い上げ曰•販売店さ J などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。内容 
をよくお読みのあと、大のに保管しでください。 

参保証期間はお買い上げ曰から1年間です。 

参なのよラな原国による故障及び、事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでま意しでください。（詳しく 
は保証書をお読みください。） 

■変質な巧や不練な'庙など、またな油必外の燃料使用による故障や事故。 

■誤った使用方をによる故障や事な。 


■修理を巧頼されるときについで 

• 「故障•異常の見分け方と処置方を」 （19 - 20ページ）にしたびってお調べください。直らないときは、ご使巧 
を中止し、必す電源プラグを巧いてから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 

•ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名 ②型式の呼び ⑤お買い上げ曰 ④が障のが巧（出来るだけ具化のに） 

参修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびっで、販売店び修理させでいただきます。 
•保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる場含には、ご希望により有料で修理させでいただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ご相談窓 DJ にお問いちわせください。 

•修理料をは、巧術料-部品代-出張料などで構成されでいます。 


■補修用性能部品についで 

参当なは、この製品の補修用性能部品を製造巧ちのりを、7年保有しでいます。 

参補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障-修理の際の連絡先 

•お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談お DJ にご連絡ください。 


15•据无巧け•移設 

> おそがけ-移設工事は販売店に依巧する 


据え巧けや移設工事は販売店または据え巧け業者に依頼し、お客様ご自身では巧わないでください。 


据えがけ場所の選定及び標準据えがけ例 


据え巧けについでは、乂災す巧条例、電気設備に関する按術薑準などまミの畐準びあります。取巧説明書（工事編）の 
「特にミ主意しでいただきたいこと（安をのために必すお守りください） j をお読みになり、販売店又は据え付け業者とよ 
くご相談しでください。また、「標準据え巧け例」についでは、 24ページ 、また、「煙突の取り巧け」についでは、22 
〜28ページ を参照しでください。 


据えがけ後のお認 


据え巧けカタ終わりましたら、ちラー度、取扱説明書（工事編）の「特にま意しでいたださたいこと（安をのために必す 
お守りくださいりをお読みになり、取扱説明書（工事編）に記載されでいるとおり据えなけられでいるかどラかを確 
認しでください。 


試運稳 


試運転は販売店又は据え巧け業者とごいつしよに必すおこなつでください。 

■運乾準備■運輯■消乂のま順は、取扱説明書（工事編）の 28ページ を参照しで < ださい。 









■工事編 


1•特に注意しでいただきたいことほ全のために必ずお守りくださし、) 


この工事説明書には、安をに正しく据え巧けでいただくために、いろいろな絵表示び記載されでいます。そ 
の表示と意味は次のよラになつでいます。内容をよく理解しでから、本文をお読みになり据え巧け工事をお 
こなつでください。 


A 


^とヒこの表示を無視しで、作業を誤った場合に作業者か\またはその作業後の不具含によって使用 
=1=1 者び、死じ、重傷を負ラす能性、または火災の巧能性び想定される内容を示しでいます。 

A C そゴ=この表示を無視しで、作業を誤った場合に作業著か\またはその作業後の不具含によって使用 
/•\ /±/胃％ 者び、傷害を負ラ巧能性や物の損害の発ちび想定される内容を示しでいます。 


絵表示の例 


A 

0 

〇 


必記吾は注意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具体的なミ主意内容(左図の場さは一般のなミ主意)び描かれでいます。 
( S ) 記看は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容び巧かれでいます。 

〇 記吾は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容が'描かれでいます。 


A 警告 







♦据え付けや移設は、販売店又は据え付け業をび行ってください。 

お客様ご自身で据え巧けをされ不備びあると感電や乂災の原因になります。 

〇 

♦据え付けは乂災予防条例、電気設備に関ずる技術基準、電気工事は 
指定の工事店に依頼ずるなど法をの基準を守って巧ってください。 

〇 

♦屋内排気禁止 

屋内に排気すると、排ガスが'室内に巧満しで危険です。 

必す屋外に排気しでください。 

卜 

、 

\ 

1 

n 

0 

♦煙突を確実に接続 

煙突を確実に接続し、しっかりと固定しでください。風、振動、衝撃など 
で外れたりすると運振中にがガスが'室内にちれで危険です。 

1 


〇 


A ミ主意 


•次の場所には据え付けない义災や予想しない事故の原因になりまず 


水平でない場所、不安定な場所 
不安定な物をのせた側などの下 
可燃性力'スの発をする場所又はたまる場所 
燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入 □ 
のない場所又は換気のおこなえない場所 


巧近に燃えやすいちの力*ある場所 
階段、避難□などの巧おで避難の支障とな 
る場所 

防乂巧策をしでいないマントルピース 
温室、飼育室など人のいない場所 


Q 


♦可燃物との距離を離ず 

•ス I -ーブ及び煙突から周囲の巧 
燃物までの離隔距離は乂災予防 
条例で規定されでいます。図の 
よラにしでください。 

•ス I ブはが属の置台の上に据 
え巧けで < ださい。 


著） 20 cmi ^ 上 

A • 己ホ風ま、 20 cm 必上、 
IScmUUi と示しでいます 
び、煙突と巧燃物とのおお 
(45 cmJ ^ 上）でち規制され 
まず。保守•扁巧ち考巧し、 

巧燃物とのおおび長くなる 
よラにお置しでくださし、。 

媛熱おを取0なけない場ち 
は、側面とのおおを 30 cm 
な上巧しで < ださい。 


45cm な上 


〈標準据え巧け例> 
150cm が上 


45cm が上 
物/ 


い. 


/ 
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150 cm じ J 卜 ；- - _^バ 
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1 .特に注意しでいたださたいこと(安全のために必ずお巧 0 ください) 


_ /K 迂后、 

♦家屋貢通部の注意 

-煙突び巧燃性の壁などを賃通する部分は必すめびね石を使巧し 
で < ださい。 

-小屋裏、天な裏などにある部分はを属切外の不燃が料で巧乂上 
有効な被覆をおこなってください。 

-巧燃なの壁-天な-小屋裏-天な裏などを賛通する部分及び、 
そのが近では煙突の接続はしないでください。 



♦煙突の固定 

-煙突は、風や振動などで倒れないよラちえを具やちえ線などで固定しでください。 
•煙突は、 1.5 〜 2 m おさに固定を具で固定し、自重をちえる部分はちえ又は、吊 
りを具で堅固に支持しでください。 



♦ ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発をしまず。 

次の煙突設置の場さは必す、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) 
を取〇イすけで < ださい。 

-集台煙突に接続する場含-標準ブま必上に立ち上びりび高い場さ 
-風び強くで炎び洗むよラな場ち 


ドラフ h レギユレータ 

5 



♦油タンクとの距離を離ず 

- 'ぶタンクは、ストーブとの間に防乂上有効な壁などが'無い 
場合は、 2 mm 上離しでください。 

-屋内の床置すの油タンクは、畳やじゆラたんの上は避け、 
不燃なの床上に据え巧けでください。 


2 m じ(上 


3 £r\ 



♦ ゴム製送油管の屋外使用禁止 

ゴ厶製送油管は屋外で使用しないでくださし、。 
ひび割れををじで'庙ちれの原因になります。 


0 


♦煙突の点検 


据え巧けび終わったら、ちラー度点検しでください。 

なのよラな取りがけは、危険であったり、不完を燃焼をおこずおそれ力すあるので、必す修正 
しでください。 



•下り巧配、下向き巧びり禁止 -トップと開□部は1 m が上のこと 

















































































2 •開こん 


捆包箱には、次の巧属品が'入つでいまずので確認しでください。 


ten ロ ク 

が □口ち 

個数 

用 を 

重 台 

1 

ストーブの下に數く 

あが固定を具(ねじ2個） 

2 

ストーブとお台の固定 

ゴム製送な管締巧バンド 

2 

ゴム製送'油管接続部の痛巧け 

遮 熱 板 

1 

ストーブから側面巧燃物までの離隔距離び短い場台、前面ガードに取りがける 

取扱説明害 

1 

お客様用ストーブ取り扱いの説明害 


3 •据え巧け_ 

据えがけ場所の選定 


据え巧けについでは乂災予防条例、電気設備に関する巧術薑華などま令の薑準びあります。24〜25ページの「特に'ま 
意しでいたださたいこと（ちをのために必すお守りください）」をお読みになり、販売店又は据え巧け業者とよくご巧 
談しでください。また、「標準据え巧け例」についでは、 24ぺージ 、また、「煙突の取り巧け」(こついでは 27〜28ぺ一 
ジを参照しでください。 


おを巧け方法 


■屋台の取り巧けとが平調節 


ストーブの下には必す置台を使用し、ストーブをか平にし、必す置台と固定しでください。 

1. ストーブの後側の調節脚が'置台の脚位置 （2 力所）に、一致するよラに設置しでくださ 
い。 

2. か平器を見なびら4個の調節脚を調節しでストーブを水平に据え巧けでください。 



がの ■ 



3. 



上から見で水平おのふりこが巧丸巧 
にあれば、ほぼ水平です。 


本が固定を具をス I ブの側面から、置台の引っかけ部に差しこみ、巧属のねじでスト 
—ブに固定しでください。固定は、両側面2力所です。 


■巧タンクの組立てと据え巧け（別売品） 

参組立では油タンクが属の取扱説明書にしたびっでおこなっでください。 

•'油タンク油面はストーブ本体:設置床面より高さを 30 cm から 2 m がので設置しでください。 

•'油タンクの設置、取り扱いについでは、各が区の乂災予防を例にしたびっでください。 

■ゴム製送が管の取り巧け方 

参ゴ厶製ち'油管にゴム製送油管締巧バンドをはめでから、油タンクとストーブのゴ厶管□に 
十分巧しこみ、ゴム製送油管締巧バンドで強く締め巧けでください。 

•ゴム製送油管は、 J に - S 3022 「石油燃焼機器用ゴム製送油管 J にさ 格したをのな外 
は使用しないでください。 J 

•ゴ厶製送ミを管の途中び山おになったり、ちつれたりしでいますと、空気びたまって口油び 
流れないことびあります。平になるよラに直しでください。 


































3 •据元巧け 


据无がけち法 


■金属配管(銅製送油管)施工の場をの注意 

•定油面器へのごみの侵入を防ぐため、配管工事終了後、ストーブと接続する前には必す配管内に口'油を流しでの粉 • 
ごみなどを取り除いでください。 


■電気配線 


参テレビやラジオから1 m 必上離しでください。 

•電源プラグは、必ず適正配線されたお巧 100 V のコンむントに差しこんでください。 

参運輯時の電源び 90 V 必下及び、 110 V を超える場をは、が障の原因になることびあります。 
この場合は、電力含なの指定工事店に依頼しで、巧策しでください。 


■煙突のちちを変更する場さ 

煙突の左ちを変更する場含は、次のよラにおこなつでください。 

1. 上面ガードをはすしでください。 

2. 煙突接続□を固定しでいる3本のねじをはすし、中のノ\0ッキンを損 
傷しないよラに煙突接続□をはすしでください。 

3. 煙突接続□ふたを固定しでいる3本のねじをはすし、中のノ\0ッキン 
を損傷しないよラに煙突接続□ふたをはすしでください。 

4. 組込みは逆の要領で組みかえでください。 



煙突接続 □、ノスッ 
キン及び煙突接続 
□ふたは取り巧け 
の方向性びありま 
す。取り巧け用の 
ねじの位置を確か 
めで取0がけで< 
ださい。 


4 •煙突の取0がけ 


■煙突の径 

•煙突は直径 106 mm (3 ブ5分）を使用しでください。 

■横弓 I ぎ、立ち上びりの標準寸法 

•煙突の立ち上びり、横引きの標準寸法は、立ち上びり約 3.6 m (4 本)、横引き約 1.8 m (2 本）です。 

横引きび標準ブ法より長くなる場含は、その長さの1/2を立ち上びりに追如しでください。 

(結露そ防のため、煙突の横引き長さはでさるかぎり短く、巧にしでください。） 

参屋外の立ち上びり部の下端には、水巧きをつけで雨水び入るのを防いでください。 

•横引きは10分の1上の上り巧配になるよラにしでください。 

参横引きはできるだけ短くし、ベンド（エビ巧）は3個似下になるよラにしでください。また、露受けアダプター（別 
売品）などの取りはけちご検討ください。工事店とよくご相談ください。 

•1 本の煙突を他のストーブなどと巧用ずることは避けでください。燃焼び悪くなります。 

■巧ま巧端（トップ)の位置 

参煙突トップは、屋根面から垂直距離 60 cm む上離しでください。 

•煙突トップからか平距離 1 m 必内に隣接家屋などの軒びあるときは、さらにそれより、 60 cmm 上離しでください。 
•窓などの開□部からは1上離しでください。 

•煙突トツプの位置は建物-立木などのが態をみで、あらゆるち向の風か 11り抜ける位置にしでください。 


■トップのおが 


•煙突トツプには、逆風防止のための「傾斜 H 型トツブ j を取り巧けでくださし、。 


■ドラフトレギユレータ（別売品）の取り巧け 

♦ 拉ま意 I 煙突の引き(ドラフト）び強いと燃焼不良び巧生します。 

次の煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギュレータ （ DR -1) を取り巧けでくださし、。 
•集含煙突に接続する場合•標準ブま必上に立ち上びりび高い場さ 
•風び強くで炎び洗むよラな場さ 


ドラフ h レギユレータ 


























4 •煙突の取り巧け 


■集さ煙突を利巧する場ちのご注意 


参集含煙突に差しこむ 
先端はち図のよラに 
しでください。 



讓さ运巧の径の 1 々 


• 2 つな上のストーブを使用 
するとさは、横引部分の長 
い方を上にしでください。 



•集ち煙突を使用する場含は、設置ちをなどについで必す奪門業者にご相談しでください。 


■煙突の取り巧け図 

I 煙突の先端から水平距離1 m 必内に建物の軒びある場含は、その軒から eocnrr 
L 似上高くすること。煙突の先端から巧に建物の開□部（窓）カス t いこと。/ 

ブ法は、煙突び本体から 1.8 m を超える場含は 15 cm な上。 

•煙突は、固定を具で 1.5 〜 2 m 間隔に固定すること。 

参設置の場所は当該地区の乂災予防条例にしたびつでください。 

参風の強い化域では、必す、ドラフトレギュレータを取り巧けでください。 

参結露水力<出る場含には、露受けアダプターを取り巧け排出した結露水は、 
容器に受けでください。 

〔結露そ防のため、煙突の横引き長さはできるかぎり短く、 2 m が巧にしでくださし、。〕 


■結露化の処理 



参煙突の横引き部に結露水び出る場合は、別売の露受けアダプター （ USB -1) 又、集合煙突の凍結予防には集合煙突 
凍結防止ヒータ （ US 巨- 3) をご使用ください。販売店にご相談ください。 


5.試運拓 


試運乾は使用者とごいつしよに必すおこなつでください。 

■運転準備 

•换 ミま赢 電源プラグをコンたントに巧の根元まで確実に差しこんでください。 

•'油タンクに給油し、送油経路の空気あきをしでください。 

•送'ぶ経路やストーブより 'ぶちれカタないか確認しでください。 

参まを装置を t ットしでください。〔定油面器リたットレバー（黒色）を左ち向に止まるまで巧しでください。：） 
•タイマー運乾になつでいませんか。 

■運括 

1. 運転スイッチを押しで「入」にしでください。 

♦にを意 I 巧めでお使いになるとまは、耐熱塗料などび焼けで煙と臭いびでます。 
窓をあけで部屋の換気をしでください。 

参3〜4分間の予備燃焼び終わると本燃焼にのりかわります 

2. 異常が'なければ、乂力調節つまみを「微少」〜「大」に設定しでください。 

•炎の状態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ乂）びまじつでち異常ではありません。 

■消义の寺順 

•運乾スイッチを押しで「の J にしでください。運転ランプび消巧します。燃焼室び冷却す 
ると自動的に燃焼用送風機び停止し、時刻表示於外のすべでのランプび消なします。 


•正常運転しない場ちは、 19〜20ぺージ 「が障•異常の見分けちと処置ちを」を参照しでください。 
•長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運乾 J の手順にしたびい、試運転をおこなつでください。 
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MEMO 



関東地区 


信越. 

化陸地区 


f 山台帝宮城巧区曰ノ出の1 -7-32 
仙台巿畳减野区曰ノ出の1 -7-3 1 
郡山巧窒坦 1-51-9 
山形巿栗青田 3-6-28 
酒田巿錠の1 -183-1 


東を都が区涅島 8-4-8 
索京都が区豊忌 8-4-8 
乗を都化区豊島 8-4- 8 
立川巧高化町 1-22-3 
化戸巿富塚新出 95-5 
横み币戸塚居原宿4 了目 7-1 3 
山お県中巨展郡昭和の西を2491 -2 
さしたま巿化 E き原町 1-674-2 
さいたま巿化 E 冨原扣1 -674-2 
頁崎巿問屋町西 1-3-22 
字都宮帝巧瀬の2315 
太田巧富が東の2375 
が戸巿苗原町 653-2 
つくば巧谷苗部 6788-19 


お畿. 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


千 731-01 38 TE しのの)87 1-3310( げ表) 
=1=731-0138 TEL{082)87 卜3315(巧表ミ 
T 700-0976 TEL ミ086ミ 243-7751 (巧表ミ 
=r 683-0035 TEU0859)33-8157«-ta) 
干74日-0882 TEUo 834 た 2— 5567(巧表5 


FAX(082)871-3306 
FAX 082 871-0272 
FAX ミ086た 43-7 191 
FAX(0859)23-0709 
FAX(0834)22-5589 


t 812-0007 TE し 《092)474-5771 (代表） 
干 812-0007 TEL り 92)474— 6001 ^ 巧表ミ 
干 803-082B TEL(093)592-861 1(代表ミ 
〒8日 0-0034 TE しり 99)281 -1321 (iXm 
干862-09。 TEL(096)367-7361 mm 
干851 -2 106 TEL(095)882-771 0(け表ミ 

〒880-0032 TE しわ 985)29— 1680的表) 
干870 -01 08 TEL わ97巧 23— 5巧1ミ代表ミ 


FAX(092)474-5775 
FAX り 92)474-641 4 
FAX 093 592-8666 
FAX(099)281-1252 
FAX り 96):369— 6323 
FAX(095)882-7767 
FAX り 98 日) 25—068 日 
FAX れ 97)523-5 162 


の田巧南を苗 1-8-47 

巧田市巧を田 1-8-47 

富が巿ち里町 1-8 -己 

巧都帝伏見区巧田段ノ JI I原の 70-1 

巧戸ホ理区な吉 5- 132 

彦根巧圧を寺の南化78 

福が山巧荒巧東の68 


?!徽微摇 j 猶離瑞邱輝徽禪離 二 離 

〒760-0078 TeU 087 が 35— 1711むで表ミ FAX わ87夕 35— 0160 


〒目1 2-8414 TEL り75)643-2002(げ受) 
テ 651 - 213 3 TEU078)922-2431 mm) 
〒目 22-0024 TEL か 749)24— 6239^ザ表^ 
千 620- 0061 TEL か773た 2-0827 如表ミ 


FAX(075)643-0870 
FAX ミ07が 922-2438 
FAX わ 749)26-21 巧 
FAX(0773)23-7592 


王を巧曲刹 3-2- 15 
王を巿曲浏 3-2- 15 
新爲市索区江南 1-6-41 
長段巿大夏島5312 
化本巧泻質大ス巧原7852 

金巧市が西巧® J1-1-25 
を巧巿 IR 西巧の1-1-25 
富山市坦中阳 2-3- 15 
福な市が巧東 1-607 


テ 955-0864 
〒955-0864 
テ 950- 0855 
テ 381-0022 
〒399-0033 

テ 920-0027 
〒920-0027 
〒930-098已 
テ9 18-8237 


TEL(0256)32-21 2目く巧表） 
T 巨 L の256532 —2 129ミげ表ミ 
TEL の 25)286— 9131 ^ 巧表） 
TE しの26た 21-51 11的表ミ 
T 巳 Lto263)26—OOSU 巧表 $ 

TEL の 76)260-0567 《巧表） 
T 巳 L の 76^260-0038 如表ミ 
TEL の76ミ 444-0567 ミげ表ミ 
T 乱の 776)23— 0567ミげ表ミ 


FAX(0256)35-8519 
FAX り256 口 2-2 137 
FAX(025)286-3313 
FAX ミ026に2 1—0039 
FAX(0263)25-9961 

FAX り7が26日一0775 
FAXC076)260-0738 
FAX(076)444-0611 
FAXto 口の 23- 0日80 


東化地区 


胃 巧る 巧 
胃巧サービスセン クー 
が巧含巢巧 
が苗サービスたンター 
八戸営業所 
M ロサービスたン ター 
化前営黑巧 
化前サービスじンター 
駐岡含業巧 
盛面サービスたンター 
フ 未 巧 営業 巧 


胃巧帝ち紀1了目 12-38 
胃巧巿も館1了目 12-38 
秋坦巧泉中央4 了呂 4- 18 
が宙巧か化川 S 千刈 109-1 
M 戸巧売巿 4T 目 4-7 
ハ戸帘売帘4 了目 4-7 
弘前巧坦国 1-2-1 
化前巿。園 1-2-1 
留岡巧門 2-1*42 
盛樹巿巧 2-1-42 

巧州巿水お应水巧ェ冀回巧4 了目79 


ホし幌巧白6区平和通*16 了目巧 1-1 9 〒〇 03-0028 

ホし幅巿白石区米里3を2 了目 6-25 干003 -0873 

感館甫西な巧町21 -2 で 041-0 日24 

側！肺東胤 M 南1ち 2T 目 2-5 干 078-8261 

帯に巧西1條化1了目1 7-1 〒〇 80-0048 

卸瞄帝巧围の 4-1 7 〒〇 85-0038 

化見雨莫ちの 9-1-30 干 090- 0064 


TEL(011)864-0440( 巧表） 
了£1_く01バ879-212バ巧表$ 
下巨 L の1 38)48— 6070ミげ表ミ 
TELC0 1 66^37-2330 如表ミ 
TEUOl 55)35-751 
T 巨 L の15如 4— 419バ喊 
TEL の157た 6— 2103ミ巧表5 


FAXf011)863-3154 
FAX り115871 —2000 
FAXf0138)48-6080 
FAXC0166)37-2338 
FAX(0155)35-7510 
FAXf0154)24-0451 
FAXCOl 57)26-21 07 


福岡市博を区東比思 2-2-40 

福岡巿博を区東比思 2-2-40 

化化州巿ル這化区愛若2-目 -4 

お府島吊田上 7-16-5 

お本巧尾ノ上 1-11-12 

長崎県西彼が郡時津町在底鄉巧巧 74- 1 

宮崎巿巧島 3-59-2 

大か巿三佐 1-19-7 


-030-0946 
〒〇 30-0946 
〒〇 10-091 7 

干01 0-0802 

テ031 -0073 
〒〇31 -0073 
干 036-8086 

〒の 6-8086 
〒〇 20-0823 
〒〇 20-0823 
〒〇 23-0002 

で 983-0035 
〒983-0035 
デ9的ぶ033 
于 990-2 が3 
=f998-01 03 


TE しの1 7)742— 8255(げ表） 
TE しの 17)743-2971( 巧勤 
TE しの 18)864—5671( 巧表） 
TE しの 18)864—52 19(巧鼠 
TELC0 1 78)24-5289( 巧動 
TEU01 7のが一6609(巧表） 
TEU0172)28—39 10(巧表） 
TE しの1 72)26-4770( 巧熟 
TEU0 1 9)622— 479 U げ表） 
TE しの 19)604—0281( 巧表） 
TEU0 1 97)22— 4巧5(代動 

TE しののに 35-3181( げ表） 
TE しの 22)783— 179 U け孰 
TEU024) の 8-2240( げち） 
TE しの 23)642— 3巧5(代表） 
TEL の 234)31-057U 巧動 


FAX の 17)742— 8275 
FAX の 17)743— 1118 
FAXCOl 8)864-8468 
FAXCOl 8)864-5760 
FAXCOl 78)45-4290 
FAXCOl 78)71-1344 
FAX の 172)28—0191 
FAXCOl 72)29-1133 
FAXCOl 9)622-5244 
FAX の 19) 604—0283 
FAXCOl 97)22-4452 

FAX(022)236-8810 
FAX の 22)783—1792 
戶 AX の 24)938-3021 
尸 AX の 23) 目 42—3254 
FAX の 234)31—0581 


T114-0003 
X 114-0003 
T114-0003 
于190 -0011 
で 270-2222 
干 245-0063 
=f409-3866 
¥331-0812 
で 331-0 目12 
デ 370-0007 
T 32 1-0933 
で 373-0 目2巳 
干3 10-0852 
T 305-0861 


TEU03)3927 — 11S1 くげ表) 
TEL(03 ミ391卜1131批表ミ 
TEL りが 3927 -1 152 ミげき) 
TEU042)5 19-527バ巧表ミ 
下孔く〇 47 か 2 -8 33 〇ミげ表ミ 
TEU045 如 52-4008 批表ミ 
TEL(055)268-1 567如表ミ 
下孔の48$651叫722如表ミ 
下乱ミ048苗51 -123 パげま 
T£L(027)361— が〇 6 抑表ミ 
TEL(028)632-51 05ミげ表ミ 
TEL く 0276 )38-6571 ミ化表) 
TEL(029)241-21 72ミげ表ミ 
TEL の2が839 -5325 ミげ表ミ 


FAXf03)3927-1160 
FA) か13ミ 3927— 1130 
FAX り353927 -11 60 
FAX り 42) 日 28- 2382 
FAXC047 312-8338 
FAX(045)852-5540 
FAX り5日) 268— 1569 
FAX り4お651 -6370 
FAX(048)651-6370 
FAXf027)361-9139 
FAXf028)632--5205 
FAXf0276)38-5508 
FAX(029)241-4268 
FAX わ 2 がの 6 — 1913 


北海道地区 


沖縄地区 


巧経営業所 


宜野湾巿宇地;白738 
シーサイド‘バーク102 


T 901 -2227 TEL の 98)897— 5677(げ勤 FAX の 98)897— 5679 


01107002 


本せ，工場己を巧東新保 7-7 デ 955-8510 

柏崎工場ホ白崎巧宝 IBI2-58 テ 945-0817 

長岡ェ揚長岡巧下を町詹ノ席1069千 940-1146 


TEL(0256)32-21 1 U 大げ表〉 
TEL(0257)23-51 75(げ表） 
TEU0258)22— 21 2) (巧表） 


株ぶ含な 


東海地区 


ちち屋を店ち古屋巧熱旧区な宙町 16-1 
爱ち霉グー爸スちンタちち屋巧熱坦 E 巧亞町 16 -1 
B - 巧道っ一華， P 斤 薛巧市お巧区高仏' 2 - 15 - 3 〇 
脅岡ち，一与式ちンタニ静岡巿駿巧区富お 2-15-30 
轉章…送^業巧岐皇巿六を巧 2 - 7 -8 
量 ，道一黨"一 要津而奇巧屋 s - sg-ss 
沼ま営冀巧沼津巿西椎を 888-1 


〒が 6-0004 
千 456-0004 
千 422-8034 
干 422-8034 
干5008358 


T 巨 L の 52 )7 4 6-6600が表) 
TEU052)746 —6603如表ミ 
TEI 4054238 -0005 的表ミ 
TEL(054)238-0016 如封 


FAXf052)884-6551 
FAX 052 884-6554 
FAX ミ〇已か3目一000目 
FAX わ己 4)238-0822 


?凯端！谓む新難齡觀魏こ徽 

〒41 0-0303 TeU 055 お68-目210(げ责} FAX(055)968-6212 


お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種爸をご確認の上、 

お買いあげの販売店または下記のごす目談窓□にご依頼ください。 

ご乾居やご贈答品などでお国りの揚さは、下記のお近くの窓□じご相談く 
ださい。 

名称、所在趨、電話塞号は、変更する場ちがありますのでご3承ください。 

化海道-青森県-巧田県-岩手県のお客様は最寄のサービス 
センターへ直接おかけください。 


參アフターサービスの お問い合わせは下記へど5ぞ 

コ□ナサービスセンター 
觀0120 -919-302 

たジ（修理受付専巧ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等かちは 
最寄のサービスセンター 
へ直接おかけください。 
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